献血件数及びＨＩＶ抗体・核酸増幅検査陽性件数
	
	
	陽性件数
	
	

	
	
	（ ）内女性
	
	

	            年
	  献 　 血 　 件 　 数
	［ ］内核酸
	 10万件
	

	
	  （ 検 査 実 施 数 ）
	　　増幅検査
	 当たり
	

	
	
	　　のみ陽性
	
	

	
	                      件
	    　  件
	      件
	

	 １９８７年　 (昭和62年)
	 　   ８,２１７,３４０
	　　１１( 1)
	   0.134
	

	 １９８８年　 (昭和63年)
	 　   ７,９７４,１４７
	 　　９( 1)
	   0.113
	

	 １９８９年 　(平成 元年)
	 　   ７,８７６,６８２
	　　１３( 1)
	   0.165
	

	 １９９０年　 (平成 2年)
	 　   ７,７４３,４７５
	　　２６( 6)
	   0.336
	

	 １９９１年　 (平成 3年)
	　    ８,０７１,９３７
	　　２９( 4)
	   0.359
	

	 １９９２年　 (平成 4年)
	  　  ７,７１０,６９３
	　　３４( 7)
	   0.441
	

	 １９９３年 　(平成 5年)
	 　   ７,２０５,５１４
	　　３５( 5)
	   0.486
	

	 １９９４年 　(平成 6年)
	  　  ６,６１０,４８４
	　　３６( 5)
	   0.545
	

	 １９９５年　 (平成 7年)
	  　  ６,２９８,７０６
	　　４６( 9)
	   0.730
	

	 １９９６年 　(平成 8年)
	 　   ６,０３９,３９４
	　　４６( 5)
	   0.762
	

	 １９９７年 　(平成 9年)
	 　   ５,９９８,７６０
	    ５４( 5)
	   0.900
	

	 １９９８年　 (平成10年)
	　    ６,１３７,３７８
	    ５６( 4)
	   0.912
	

	 １９９９年 　(平成11年)
	　　　６,１３９,２０５
	  　６４( 6)
	   1.042
	

	 ２０００年　（平成12年）
	  　  ５,８７７,９７１
	    ６７( 1)
	   1.140
	

	
	
	         [3]
	
	

	 ２００１年　（平成13年）
	  　  ５,７７４,２６９
	    ７９( 1)
	   1.368
	

	
	
	         [1]
	
	

	 ２００２年　（平成14年）
	  　  ５,７８４,１０１
	    ８２( 5)
	   1.418
	

	
	
	         [2]
	
	

	 ２００３年　（平成15年）
	   　 ５,６２１,０９６
	    ８７( 8)
	   1.548
	

	
	
	         [2]
	
	

	 ２００４年　（平成16年）
	  　  ５,４７３,１４１
	    ９２( 4)
	   1.681
	

	
	
	         [2]
	
	

	 ２００５年　（平成17年）
	　    ５,３２０,６０２
	    ７８( 3)
	   1.466
	

	
	
	         [2]
	
	

	 ２００６年　（平成18年）
	      ４,９８７,８５７
	    ８７( 5)
	   1.744
	

	
	      eq \o\ad( ,　　　　　)
	       [1]
	
	


　（注１）・ 昭和６１年は、年中途から実施したことなどから、3,146,940件、

　　うち、陽性件数１１件（女性０）となっている。      
　（注２）・ 抗体検査陽性の血液は廃棄され、製剤には使用されない。 

 ・ 核酸増幅検査については、平成１１年１０月より全国的に実施している。
【資料：医薬食品局血液対策課】

